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論 文 内 容 の 要 旨 
 
山田隆一氏の博士（文学）の学位請求論文『集落遺跡からみた古墳時代前期社会の研究－近畿にお
ける広域流通の視点から－』は、同氏が大阪府教育委員会の埋蔵文化財担当者として 30年余に及ぶ
フィールドワークと、それを基礎とした実証的な調査研究活動の諸成果を体系化したものであり、近
畿地域の古墳時代前期社会の実像の把握を試みる研究領域に一石を投じる労作である。本論文は広域
流通をキーワードに、従来の研究には希薄な着眼点からの成果を陸続とあげている氏が、近畿地方に
おける古墳時代における集落動態の吟味・分析から、国家形成への胎動を始めた古墳時代前期社会の
位置付けとその評価を実証的に明らかにすることを試みる意欲的な労作である。本論文は全7章 16
節から構成されるが、全体の章・節の構成は次の通りである。 
  
序章 
第 1章 弥生時代の集落動態 
   第 1節 大阪府雁屋遺跡の大型掘立柱建物  
   第 2節 近畿の大型建物の変遷とその性格について  
第 2章 古墳時代前期の広域流通と拠点  
   第 1節 古墳時代初頭前後の中河内地域   
   第 2節 淀川流域の古墳時代初頭期集落について   
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   第 3節 南河内、石川流域における弥生時代後期から古墳時代初頭社会の特質  
   第 4節 東海地域における古墳時代初頭期の集落 
第 3章 他地域系土器とその社会背景 
   第 1節 大阪出土の讃岐・阿波・播磨系土器と製塩土器 
   第 2節 大阪府下出土の北部九州系土器   
   第 3節 大阪府下出土の東海・東国系土器 
第 4章 塩の生産と流通拠点 
   第 1節 中河内における古墳時代前期の製塩土器 
   第 2節 西三河の土器製塩と交流拠点 
第 5章 鉄器と鉄器生産 
   第 1節 近畿弥生社会における鉄器化の実態について 
   第 2節 甲田南遺跡出土の鉄斧について 
   第 3節 大阪湾沿岸地域における鉄器化について  
第 6章 土木技術の伝来と展開 
   第 1節 中河内地域における古墳時代の敷葉工法 
   第 2節 大阪の水制  
 終章 
 
 
第 1章では、近畿地域における弥生時代の拠点集落の変遷過程を検討・整理し、そこに建立された
大型掘立柱建物（以下、大型建物）の性格を明らかにすることを目的とする。第1節では、北河内の
拠点集落である雁屋遺跡に大型建物があったことを検証し、集落変遷中に位置付けている。この結果、
弥生時代中期の拠点集落や大型建物が後期に変質し、その後の古墳時代とも断絶があることを明らか
にする。第2節では、近畿における弥生時代前期から古墳時代前期の大型建物を比較検討する。その
結果、弥生時代には農耕祭祀や墓前祭祀の性格を帯びた大型建物が、古墳時代において広域流通に関
わった集落と関連性があり、新たに創出・規格化された祭祀とも関わることを示唆する。 
 第 2章では、本論全体の前提となる基礎作業として、河内・摂津地域における古墳時代初頭・前期
の集落遺跡の動態を検証し、当該期に出現する広域流通網における拠点集落を明らかにすることを目
的とする。加えて、伊勢湾沿岸の集落動態についても検討し、近畿地域との関連に言及する。第 1節
では、旧大和川流域の中河内地域と中部摂津地域の集落遺跡群と、これらから出土する他地域系土器
をはじめとした出土遺物を包括的に検討する。その結果、中河内には広大な面積を有する中田遺跡群
と加美・久宝寺遺跡群、摂津中部には垂水南遺跡と崇禅寺遺跡が広域流通の拠点として立地すること
を提示するが、これらの集落遺跡は瀬戸内海から河内湖、旧大和川を介して当時の倭王権の存在する
大和盆地東南部をつなぐ広域流通網の幹線上に立地することを推定する。 
 第 2節では、淀川流域の摂津東部地域と北河内地域の集落遺跡を検討する。摂津東部では郡家川西
遺跡と溝咋遺跡が広域流通拠点となる一方、北河内の枚方・交野台地では集落遺跡は確認できるもの
の流通拠点は確認できないことを明らかにする。また、淀川左岸低地と生駒山西麓では集落遺跡が少
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なく、しかも小規模で存続期間も短いことを指摘する。さらに、淀川流域では右岸地域が広域流通に
関わる一方、左岸地域は圏外にあることを明らかにするが、広域流通は限られた地域のみで確認でき、
周辺地域にその情報は伝わらず格差がある社会を形成することを明らかにした。 
第 3節では、南河内地域の石川流域を検討するが、石川は旧大和川に合流する河川でありながら集
落遺跡は少なく、しかも小規模で短期間に消長を繰り返すことや、他地域系土器は少なく流通拠点も
確認できず、広域流通網の圏外にあることを明らかにする。第4節では東海地域の伊勢湾沿岸を対象
に検討を進め、近畿地域とそれと対比した。その結果、伊勢の雲出川流域に流通拠点がみられ、さら
に伊勢湾沿岸地域における集落消長の画期や様相、土器流通の活発化する時期などの諸点において、
近畿地域と連動することを実証的に論説する。 
 第 3章では、各地域での編年研究の成果から流通時期が明らかとなり、搬入した地域内部での主体
的な地域も推測させる他地域系土器を検討する。これにより地域間交流の実態を把握し、当該期の社
会的・政治的な背景を究明することが目的である。第1節では、讃岐・阿波・播磨系土器と備讃系製
塩土器を検討するが、大阪地域には吉備系とともに阿波・讃岐系土器が多く持込まれ、その搬入時期
は庄内期新相以降に増加し布留期前半に盛期を迎えることを明らかにした。また、遺跡分布の様相か
ら流通ルートは瀬戸内海、摂津中部を介して河内湖に入り、旧大和川を経て大和盆地に至る幹線ルー
トがあり、支線ルートとして淀川を通じて山城・近江にいたるルート、大阪湾岸を往来するルートを
措定したことも重要な成果である。 
第 2節では、近畿地域における北部九州系土器を検討する。その結果、北部九州系土器も流通拠点 
における出土が確認できるが、現状でわずか7点に止まることを明らかにする。北部九州には西新町
遺跡、博多遺跡群を港津にして拠点となる比恵･那珂遺跡群が存在するものの、朝鮮半島から伝わっ
た高度な技術や物資が直接、各地に伝播するような社会構造ではないことを推測する。第3節では東
海・東国系土器を検討するが、両者は大和盆地東南部に多数が搬入されるにも関わらず、垂水南遺跡
などを除外すれば、旧大和川流域の流通拠点での出土は少ないことを指摘する。この状況は、広域流
通網が王権の存在した大和盆地東南部への、一方向的な流入の反映であると推定する。 
 第 4章では、広域流通網を介して持込まれ、王権が掌握した製塩土器を検討する。第 1節では消費
地である摂津中部・中河内地域における製塩土器を検討する。製塩土器は、その製作技法から大阪湾
岸系と備讃系に識別が可能であるが、中河内には両者がほぼ同じ割合で搬入されたことや、製塩土器
は流通拠点に集中的に出土する現象を勘案し、塩の集積が推定できることを指摘する。さらに、備讃
系製塩土器の中継地点となる播磨地域や中河内とつながる大和地域、淀川ルートの摂津東部地域と山
城地域の製塩土器についても検討するが、中河内と大和への塩の集積は明確であり、他地域に先駆け
て旧大和川流域で開始されたことを実証的に明らかにした成果も重要である。 
 第 2節では、西三河地域で出現する土器製塩と交流拠点の関係とを論じる。当該期、日本各地には
小規模ながら土器製塩が出現するが、それは備讃系製塩土器あるいは大阪湾岸系製塩土器の影響を受
けたものである。西三河では大阪湾岸系の製塩土器が確認でき、広域流通を背景にした鹿乗川流域の
遺跡群による技術移転を想定する。鹿乗川流域の遺跡群は、他地域系土器や威儀具の出土する流通拠
点であり、集落域には複数の前方後方墳から構成される桜井古墳群が確認できることも勘案して、当
該期の土器製塩は広域流通および地域首長との強い社会的紐帯を想定する。 
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 第 5章では、弥生時代から古墳時代前期の鉄器と鉄器生産について検討するが、特にその普及の程
度（鉄器化）について検討する。第1節では、近畿地域の出土鉄器を地域と器種ごとに集成し、その
地域性を抽出する。あわせて、鉄器化の指標として石器の残存状況も確認する。石器の減少＝鉄器の
普及は必ずしも否定できないが、近畿の鉄器化を過大評価する鉄器研究の実情に警鐘を鳴らすととも
に、鉄器保有量と鉄器化過程における北部九州と近畿との間にある著しい格差を示した。第3節では、
鋳造鉄器の再加工品や三角形鉄片、高度な鍛冶関連遺物を提示しながら、大阪湾沿岸地域の鉄器化に
ついて考察する。その結果、近畿では庄内期以降に後二者の出土量が急増し、大きな画期を迎えるこ
とを指摘する。初期の鍛冶関連遺物である断面カマボコ形のフイゴ羽口は、博多遺跡や津寺遺跡、穂
積遺跡、纒向遺跡という広域流通拠点にのみその存在が認められ、急激な鉄器化達成の背景には、纒
向遺跡を中心とした広域流通の形成があることを推測する。 
 第 6章では、大阪平野部における治水構造物の位置づけと評価を目的として、渡来系と推定する土
木技術である敷葉工法と水制を検討する。第1節では、中河内地域における古墳時代の敷葉工法を集
成し、その社会的な背景について論述するが、古墳時代前期には流通拠点の久宝寺遺跡、中・後期に
は韓式系土器が多数出土する亀井遺跡と長原遺跡に集中することを指摘する。第2節では、水制の一
種である杭出し水制に着眼し、古墳時代中・後期の 2例、奈良時代～中世の 8例を抽出・検討する。
その結果、杭出し水制は古墳時代中・後期に久宝寺遺跡と長原遺跡で出現し、その後、周辺地域に拡
散するが、長原遺跡では土手状遺構に水制と敷葉工法が確認できることから、両者の関連は強くほぼ 
同時期に伝来した渡来系の土木技術と推測する。洪水の頻発する大阪平野部において集落を維持する
ためには治水の知識と技術は不可欠である。大阪平野部では古墳時代前期以降に韓式系土器が出土し
中・後期に最盛期を迎えるが、中河内地域における敷葉工法と水制出現の背景には、渡来人による治
水系土木技術の移転があったことを確認する。 
 終章では、前章までの総括とともに、流通拠点と関わる首長層の倭王権での社会階層を明らかにす
る目的から古墳を検討する。具体的には、玉手山古墳群と松岳山古墳群、弁天山古墳群、向日古墳群
と、大和盆地東南部の前期古墳群に検討を加える。その結果、中河内地域の流通拠点である中田遺跡
群などの首長墓は、その築造時期の一致や旧大和川を睥睨する丘陵立地から、玉手山古墳群と松岳山
古墳群と推定する。これらの古墳群は、90～110ｍ級の中規模前方後円墳からなる首長墓系列と、付
随する小型前方後円墳からなる特異な群構成であり、広い集落面積をもつ中田遺跡群での複数集団の
集住化との対応を示唆する。また、弁天山古墳群は淀川ルートの摂津東部地域、向日古墳群は淀川ル
ートにつながる三川合流地域である山城南部の首長層を想定する。いずれにも集落と同時期に、前方
後円墳（前方後方墳）からなる首長墓系列が確認でき、首長墓の規模は 90～110ｍ級の中規模古墳で
あり、玉手山古墳群・松岳山古墳群と同じ階層にあることを指摘する。 
 また、大和盆地東南部地域には大和古墳群、柳本古墳群、纒向古墳群が集中し、南に桜井茶臼山古
墳とメスリ山古墳がある。各古墳群には、王墓と考えられる 230ｍ以上の前方後円墳の系列があり、
多数の前方後円墳と前方後方墳が付随する。後者の規模は120～180ｍ級（大規模）、90～110ｍ級（中
規模）、50～80ｍ級（小規模）と続き明確な階層構造を示すことから、広域流通を担ったのは、倭国
の階層構造中における中規模クラスの地域首長達であると想定する。これらを通じた結論として、広
域流通網とは王権が最先端の物資・技術・情報を集中させるために、地域首長層を取り込むことで成
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立した政治的な装置であるというその姿を如実に描き出している。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
従来の古墳時代社会に関する復元的研究は、古墳やその出土品などの調査研究から導かれること
が主流であったが、本論文は古墳時代前期に倭国の政治的中心であった近畿地域の集落と広域流通
網とを包括的に検討することを通じ、単に一地方史の研究ではなく、日本列島の古墳時代前期社会の
復元を企図している。具体的には、第 2章で各地域の流通拠点となる集落を確定し、次章以下で広
域流通によりもたらされた物資・技術などの実態を実証的に提示する。その結果、前記したように、
広域流通それ自体が当時の王権が自らのもとに最先端の物資・技術・情報や渡来人・労働力などを
集約させるために構築したシステムであることを論証した。さらに、終章にある流通拠点に近接し
て築造される古墳や古墳群の吟味・検討から得られた成果との相互的検証からも、集落と広域流通
の検討を通じて復元した古墳時代前期社会像の補強を試みている。 
後述するように今後解決すべき点もあろうが、本論文は先行研究が獲得した古墳時代像の復元に関
する研究成果に集落研究と広域流通という新たな視点からの成果が肉薄し、論説を相互に補強・検証
できる可能性を具現した研究の一例として光彩を放っている。以下、多方面から包括的・実証的に論
じることに特徴がある本論文について、氏の独創的な着眼点や獲得した優れた主要な成果を要約する。 
第一に、本論の出発点となる拠点集落と大型建物について、先行研究の成果を視野にその実相につ
いて実証的に明らかにした成果である。まず、古墳前期の拠点集落は広域流通の拠点となり、その集
落面積は巨大であり、奈良県纒向遺跡と構成要素と傾向を示す実態を明らかにした。これにより、拠
点集落は王権との紐帯関係を維持することを第一義として地域の代表や窓口とはならないことや、隣
接して造営された古墳から王権に連なる首長層の存在が推定できることなどを指摘する。これに対し
て、弥生時代の拠点集落は水系単位の小地域ごとに認められる集落群の中で最大規模の集落であり、
集落構造は環濠集落が一般的で他地域の拠点集落とつながり、地域の代表、交流の窓口となることか
ら、古墳時代の拠点集落とは峻別できることを論証する。この成果をはじめ本論の時間軸の設定を担
保するのが、第3章で展開された多地域間における土器移動に関する精緻な土器研究をはじめとした
基礎作業の成果が補強していることはいうまでもなく、その論調は手堅い。 
大型建物についてみると、弥生時代では前期からある弥生文化の一要素であり、中期には大型化す
るが拠点集落では一般的な構造物と考えられる。弥生社会の発展段階から首長層に帰属するものでは
なく、地域社会の結束を意図した農耕祭祀、墓前祭祀の施設と推定できる。これに対して、古墳時代
には奈良県纒向遺跡や滋賀県下長遺跡、岡山県津寺遺跡などで大型建物が確認できる。これらの集落
は流通拠点であり、導水施設の構築や新たな威儀具・祭具、鉄器生産の受容などから、地域首長層の
居館と判断している。大型建物は弥生時代前期に北部九州から伝わり、中期に地域社会のシンボルと
して大規模化し、後期の変革期を経て古墳時代に首長層の居館に質的転換するという結論を得ている
ことも明快である。 
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第二に、広域流通網の成立を論証する目的から、鉄と塩を俎上に載せる。いうまでもなく、鉄と塩
は共に重要な物資で、その掌握は王権にとって最重要課題であるという視点から、その掌握の背景に
広域流通網の成立があることを看取する。鉄は弥生時代には北部九州地域で多数出土するが、古墳時
代前期には畿内地域でその出土が急激に増加する現象に着眼する。当該時期、鉄は朝鮮半島を介した
輸入品であり、流通の賜物とすることも可能であることから、この現象についての精査・検討は有効
な論証手段の一つである。特に、山田氏は最先端の鍛冶技術を示すカマボコ形フイゴ羽口の出現を評
価するが、西日本の遺跡における分布状況やフイゴ羽口使用による鉄滓や鍛造剥片の評価などから、
古墳時代前期は鉄器化最大の画期であるとする。朝鮮半島から鉄器・鉄素材のみならず最先端の鍛冶
技術が同時に伝播し、近畿における鉄器数量の急増を期待できる条件が整備されたことを看取するな
ど、先行研究を超えた実証的な見解を多く提示することも評価できる。 
また、塩については従来、古墳時代前期段階では流通していないと想定されてきた。これについて
も丹念な資料収集と土器形態の特徴や土器組成などの検討から、古墳時代前期の大阪平野では大阪湾
岸系と備讃系の製塩土器が多数、搬入されていた実態を明らかにしたことは重要であり、塩の掌握が
古墳時代前期の近畿地域で開始されたことを示す成果である。さらに、広域流通網自体が当時の二大
塩生産地帯を内包したという積極的な評価から、鉄器と塩の掌握は広域流通により古墳時代前期の畿
内社会で開始されたと結論付けることも重要である。 
第三に、古墳時代前期における急激な鉄の出土量増加と前提として、弥生時代後期における「見え
ざる鉄器」論の展開も重要である。従来、弥生時代後期の近畿では鉄器の出土は少ないが、石器の減 
少を根拠として、それに替わる数量の鉄器が存在したと推定する傾向がある。その論説の根拠は、土
中で錆びたり風化したりして消滅したとする説や、破損品や不要品は回収されて再利用されたとする
説などである。この見解に対して、氏は近畿全域を網羅的に検討して鉄器遺存の偶然性を排除した結
果、鉄器数量の過少さは土中環境に起因することに求め、それを近畿地域のみに適用するのは全く根
拠がないと明快に否定する。 
また、複数の破損品を加熱・鍛接し、新たな鉄器として再利用することについては、鉄器製作の実
験考古学から成立しがたいこととする。破損品同士を鍛接するには、フイゴを使用する高温操業技術
が必要であるが、弥生時代にはこの技術は伝播しておらず、古墳時代前期以降に可能と手法である。
また、九州地域では小型三角形鉄片が多数出土するが、この状況に関する鉄素材の潤沢さから再利用
せず廃棄したと想定したことに対しても、再利用技術がないため廃棄したのが実態であると結論付け
る。これらを論拠として、弥生時代後期の近畿地域に鉄器が少ない現象に関する前述の解釈は成立せ
ず、本来的に普及していなかったのが実態であると評価する。 
これらの成果や論点は公聴会における討論でも高く評価された。例えば、本論文で重点視する中田
遺跡群は、比恵・那珂遺跡群や足守川流域遺跡群など「魏志倭人伝」中の記事と対比可能な国々と同
様の国の一つとして措定できるかという観点では、中田遺跡群それ自体が独立した国とは位置付けず、
王権の存在する大和盆地と一連の集落であり、後世の「難波津」に相当するような外港的位置・機能
を占めていたという。この観点から、本論文では渡来系の土木技術である敷葉工法と水制を検討する
が、大和川・淀川の治水に関する日本近世史の研究成果も反映する必要性についての指摘も受けた。
また、大阪平野部の旧大和川流域が広域流通における回廊地帯であることから、図版に使用する地形
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図の表記方法を含めて河内湖の変遷を段階的に図示する必要性や、水路にとどまらず陸路の検討も必
要であるという指摘も受けた。 
また、拠点集落と近接して造営された古墳との観点から、「生の世界」の土器の移動と「死の世界」
の古墳築造との関連性について問われたが、古墳の築造自体が広域流通の主要な目的の一つであり、
大阪と強い交流関係の確認できる東部瀬戸内の諸地域には、定型化した古墳の出現以前に古墳の要素
となる埴輪や竪穴式石槨、葺石などが確認できることから、王権の関与する交流関係の中で古墳の定
型化が達成され、古墳築造に要する各種の要素も導入されたとする魅力的な見解も唱える。その他、
公聴会では示唆的かつ豊富な論文内容に相応した多岐に及ぶ活発な議論が交わされた。本論文の論点
を明確にする目的から終章を再構成し結論を明確化する必要性について助言をはじめ、上記以外にも
何点か重要な意見や指摘を受けた事項もあったが、これらは氏の今後の研究課題としてさらなる創意
工夫と発展が期待されるところである。 
以上を総合して、本論文は拠点集落と広域流通を中心として、近畿地方における古墳時代前期社会
の実態を考古学的に検討・復元することを主目的に、従来にない独創的な視点と鋭敏な問題意識から
体系的、学際的に論じた専門的な研究論文であり、今後、古代史学をはじめとした関連諸分野に波及
する影響は多大なものがあると判断する。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
